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《論　説》
参加民主主義による公共空間の再生
―岡山市西川緑道公園のまちづくり史―
岩　　淵　　　　　泰
 （岡山大学地域総合研究センター）  　　　　
１　はじめに
1.1　参加民主主義からみたまちづくり史
　本稿は，西川緑道公園のまちづくりに関する聞き取り調査を基に，池田藩城下町の建設から現在に
至るまでのまちづくりの歴史を整理することで岡山市中心市街地における市民参加の変遷を明らかに
する１。西川緑道公園は，岡山市中心市街地に位置する全長2.4kmの自然豊かな都市公園であり，17世
紀に池田忠雄によって整備された16kmの西川用水が原型となっている。現在，岡山市庭園都市推進
課は，西川パフォーマー事業を通じて年間約40日を越えるイベントを開催し，西川緑道公園は，岡山
市民にとって水と緑の憩いの場，賑わいの場，そして，まちづくりの場として発展している。
　西川緑道公園では，これまで産官学による協働のまちづくりが持続できなかったという課題もある
が，本稿が注目しているのは，岡山市が西川パフォーマー事業と呼ばれる市民協働事業にまちづくり
団体を組み入れることで安定的にイベントを開催する一方で，まちづくり団体も公園での活動を通じ
１　岡山大学地域総合研究センターでは，平成24年（2012年）度から西川緑道公園に関する聞き取り調査を行っている。
平成25年（2015年）12月まで38名が参加している。
図１：岡山市中心市街地
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て暮らしやすい社会の姿を発信するなど，市民，行政，経済界を含んだ市民参加の歴史が蓄積されて
いる点である。
　福岡県柳川市の水郷など日本各地で水辺のまちづくりが紹介されているが，本稿が西川緑道公園を
取り上げたのは，中心市街地における緑地と水辺空間の再生だけではなく，市民活動が公共空間を支
える公園まちづくりの事例でもあるからだ。本稿では参加民主主義の視点から市民参加の継承と断絶
の歴史を振り返り，賑わいの創出における市民活動の役割を提起したい。
1.2　公共空間の賑わいを創出する市民参加
　近年，人の少ない公園や空地では市民参加によって公共空間の賑わいを創出する試みが検討されて
いる。しかしながら，日本の行政は，欧米とは異なり，交通の管理責任や食品衛生の危惧から道路，河川，
公園に対して強い権限を持ち，市民がオープンカフェや朝市などのイベントを開催することは容易で
はない。そこで，行政や商工会議所から独立した市民団体を育成し，規制緩和を契機にして公共空間
へのマネジメントに参加できないかが焦眉の課題となっている。特に，都市部の親水空間は，治水や
利水の機能だけではなく，レクレーション，エコロジー，景観，自然との交流など親水機能も持ち合
わせている。都市化の進展は，市民の親水行動にも影響しており，身近で使いやすい公共空間の存在
は，生活の質を左右する重要な試金石となっている。鳴海は，生きた公共空間をつくるためには，そ
れが単に公共が管理されているだけではなく，利用する側の意欲と努力で自由を増やしていき，地域
住民が空間に価値を見出すことが不可欠だとする２。本稿も国家や行政が管理・支配している公共空
間に対して，賑わいの創出には市民参加による運営が不可欠であると考えている。本稿の目的は，ま
ちづくりにおける意思決定過程に市民の声が届く仕組みを構築することである。
1.3　近さのまちづくりに向けて
　まちづくりの決定と責任は，議員や行政が独占するのではなく，参加の機会が残されていることが
重要である。21世紀の特徴として，代表者の政策と市民の意見との間にずれが大きくなっていること
が挙げられ，グローバルな視座では，「アラブの春」といった民主化運動やウォール街の占拠運動な
ど市民運動が激しくなり，一方，ローカルな視座では，参加型予算や市民陪審員などユニークな参加
が現われている。参加民主主義は，選挙による代表民主主義とは異なり，市民が直接的もしくは間接
的に政治や社会の決定に関わる民主主義であるが，まちづくりで大切なことは，代表と参加が敵対す
るのではなく，むしろ双方によって支え合う関係を保つことである。
　公共空間における市民参加を検討する上で一助となるのは，フランス語でプロキシミテ（proximité）
と呼ばれる近さのまちづくりである。プロキシミテは，英語ではコンパクトに当たるものだが，手の
届く範囲で必要なことが満たされることを意味している。本稿が，日本ではあまり紹介されていない
近さの視点を取り上げたのは，近さのまちづくりは，公共空間の管理や活用の双方においてアクセス
や親近感など使いやすさを意味し，今までとは異なるまちづくりの課題も鮮明にすると考えるからで
２　鳴海邦碩（2015）「生きた公共空間を求めて−街路的空間の活用の可能性−」『都市計画：特集：使われる公共空間』
Vol.64　No.52.　317号，pp.10⊖11，日本都市計画学会
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ある。プロキシミテは，フランスにおける参加民主主義の枠組みで，熟議民主主義に併せて活発に議
論されており，政治学，社会学，企業活動，社会福祉，医療，公共サービスなど広範な分野で扱われ
ている。例えば，フランス政府は，2002年２月27日近隣民主主義法によって人口８万人以上の都市
に住区評議会（conseils de quartiers）を設置し，年二回の開催を義務付けている。コンセルタシオン
（concertation）と呼ばれる話し合いの場では，路面電車や歩道整備，バーの騒音，ゴミや犬の糞の処
理など都市開発から生活環境に至るまで身近なまちづくりについて意見交換が重ねられている。
　中田は，この近隣民主主義を「自治体の政策決定過程への住民参加をめぐる当局との空間的・コミュ
ニケーション的近接化」と定義し，それが，①地理的次元における近隣行政の役割と②政治・行政次
元における市民に身近なデモクラシーの二つから構成されていることを紹介しているが，中田は，特
に近隣民主主義が地方分権の進展につれて「新しい公共政策調整モデル」としての機能を強化してい
る点に注目している３。
　近さのまちづくりは，市民の要求や必要なものを身近なところで決定すること，そして，市民参加
が地域の公共サービスをマネジメントすることを重視するものである。本稿は，市民が公共空間の賑
わいに責任を持つためには，市民が政治・行政への決定に影響を与えること，そして，市民社会を豊
かにする活動の双方が求められていることを，西川緑道公園のまちづくりから明らかにする。
1.4　西川緑道公園のまちづくり史
　本稿では公共空間における市民参加の変遷を，岡山固有のまちづくり思想形成期（第一期），西川
緑道公園建設期（第二期），まちづくり団体の運動期（第三期），協働のまちづくり期（第四期）に分
けて論じていくが，全体の特徴として，中心市街地の発展につれて市民参加の姿も変化していること
が挙げられる。
　例えば，岡崎平夫市長は，昭和38年（1963年）から「緑と花，光と水」を掲げてまちづくりを進め
たが，高度経済成長期に都市化が急激に進むと，西川界隈ではゴミ捨てによる水質汚染が社会問題と
なる。市民は，西川用水の清掃活動を始め，行政は，緑地のシンボルとして西川緑道公園の建設を進
めていく。昭和63年（1988年）に瀬戸大橋が開通する頃，まちづくり団体は，イベントを通じて中心
市街地に市民を集め，歩行者に優しいまちづくりを目指すことになる。21世紀に入ると市街地に駐車
場が溢れるようになる。岡山市は，西川筋と県庁通りを賑わいと回遊性の拠点と位置付けた中心市街
地活性化政策パッケージを策定し，まちづくり団体は，若者や女性を取込みながらスマートでエコロ
ジーなライフスタイルを公園から発信するようになる。このように，西川緑道公園を巡る市民活動を
振り返ると，時代の変化に合わせて，環境運動，都市デザイン，ライフスタイルの提案など参加を支
える市民的価値観も移り変わっていることが分かる。
　西川緑道公園に関する先行研究として，『西川緑道公園の誕生史』（竹内・小野）や『都市水辺空間
の再生とリーダー論』（大野）などが挙げられ，市民団体や岡山市からも報告書も出されており，本
稿ではそれらの先行研究を参考にしているが，市民，行政，経済，まちづくり団体による公共空間へ
の参加を通史的に分析したものはなく，本稿では，日本の地方都市における公共空間への参加とその
３　中田晋自（2009）『フランス「近隣民主主義」研究の動向』愛知県立大学紀要. 地域研究・国際学編 41，pp.105⊖129
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課題を取り上げていく。
２　第一期：西川緑道公園誕生前史
2.1　岡山固有のまちづくり思想
　城下町の整備は，天正元年（1573年）から宇喜多直家によって開始された後，子の秀家，そして，
小早川秀秋により進められ，17世紀に入ると，池田忠継，忠雄によってほぼ完成することになる。西
川用水は平安時代には鹿田ノ荘へと繋がっており，池田藩は，西川用水を城下町の防衛や利水だけで
はなく，干拓で作られた岡山南部の穀倉地帯に水を提供する重要な水路として活用していた。西川用
水の役割は，広大な干拓地を維持するために旭川の上流部から南部の田や町に水を送ることであった
が，干拓が下流部に拡大していったために，人々は水の配分や清掃に注意を払いながら網の目のよう
な水路網を管理しなければならなかった。池田藩は特に西川用水の衛生に気を使っており，宝永二年
（1705年）と享保十一年（1726年）に町奉行から惣年寄へと西川筋汚染解消対策の通達が出されている。
更に，文政七年（1824年）には，ゴミ捨てだけではなく，子供の石瓦の投げ捨ても禁じ，町内での清
掃活動も伝達している。西川用水は，城下町における大切な生活水路となっていた４。
　しかしながら，安土・桃山時代以来，まちづくりを進める上で問題となったのは，城下町の整備や
干拓などの大型事業を続けたため，都市の成長と自然のバランスが崩れてしまったことである。都市
が成長すると，屋敷や寺社仏閣の建築に木材を集め，特産品である備前焼や塩の製造にも木材エネル
ギーが必要となるため，池田藩は森林伐採を続けなければならなかった。加えて，新田開発や二毛作
の普及によって草まで肥料として刈り取られるようになる。水と緑は密接に関わっているため，保水
力のない禿山が増え始めると，土砂が川に流れ，大雨の時には旭川が氾濫を起こし，城下町を脅かす
ようになっていった５。更に，城下町には良質な井戸が少なく，旭川や西川の濾水を生活水として利
用していた。そのため，人々はひとたび川が汚染されると伝染病にも悩まされることになり，岡山の
城下町は，『流
はやりやまい
行病の天領地』と呼ばれるほどであった６。
　以上のような状況であったため，池田藩のまちづくりでも人間が自然をコントロールするのか，も
しくは，人間は自然の中で共生を目指すのかなど都市と農村の持続的な関係について議論を深めるこ
とになる。17世紀中頃，池田光政は，自然保護を求める熊沢蕃山や地域開発を推進する津田永忠との
議論を通じて，陽明学に基づき実践を重視する政治を行ったが，本稿が注目するのは，熊沢蕃山が，「山
川は国家の本である」と述べ，国を富ますためには森林保全が必要であるという先駆的な環境思想を
提示して以来，岡山固有のまちづくりには，持続可能な社会の実現に向けて共生の思想が存在すると
いう独自性である７。
４　町方行政記録である『市政提要』に江戸時代における西川清掃が残されている。本稿では，荒木祐臣の『備前藩・宇
喜多・小早川・池田史談』の西川用水汚染禁止令を参照した。
５　岡山藩における森林荒廃と土砂流出については『森林の江戸学２』を参照した。
６　岡長平は『ぼっこう横丁』の「華やかだった水墓」にて，岡山で最初の水売りである伝助について，また，『岡山市
水道誌資料編』では岡山におけるコレラの猛威と上水道建設の経緯を描いている。
７　熊沢蕃山の環境共生思想については，桑子の『環境の哲学』第５章環境土木の哲学−熊沢蕃山−及び，関・進士の論
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干拓などの大型事業を続けたため，都市の成長と自然のバランスが崩れてしまったことである。都市
が成長すると，屋敷や寺社仏閣の建築に木材を集め，特産品である備前焼や塩の製造にも木材エネル
ギーが必要となるため，池田藩は森林伐採を続けなければならなかった。加えて，新田開発や二毛作
の普及によって草まで肥料として刈り取られるようになる。水と緑は密接に関わっているため，保水
力のない禿山が増え始めると，土砂が川に流れ，大雨の時には旭川が氾濫を起こし，城下町を脅かす
ようになっていった５。更に，城下町には良質な井戸が少なく，旭川や西川の濾水を生活水として利
用していた。そのため，人々はひとたび川が汚染されると伝染病にも悩まされることになり，岡山の
城下町は，『流
はやりやまい
行病の天領地』と呼ばれるほどであった６。
　以上のような状況であったため，池田藩のまちづくりでも人間が自然をコントロールするのか，も
しくは，人間は自然の中で共生を目指すのかなど都市と農村の持続的な関係について議論を深めるこ
とになる。17世紀中頃，池田光政は，自然保護を求める熊沢蕃山や地域開発を推進する津田永忠との
議論を通じて，陽明学に基づき実践を重視する政治を行ったが，本稿が注目するのは，熊沢蕃山が，「山
川は国家の本である」と述べ，国を富ますためには森林保全が必要であるという先駆的な環境思想を
提示して以来，岡山固有のまちづくりには，持続可能な社会の実現に向けて共生の思想が存在すると
いう独自性である７。
４　町方行政記録である『市政提要』に江戸時代における西川清掃が残されている。本稿では，荒木祐臣の『備前藩・宇
喜多・小早川・池田史談』の西川用水汚染禁止令を参照した。
５　岡山藩における森林荒廃と土砂流出については『森林の江戸学２』を参照した。
６　岡長平は『ぼっこう横丁』の「華やかだった水墓」にて，岡山で最初の水売りである伝助について，また，『岡山市
水道誌資料編』では岡山におけるコレラの猛威と上水道建設の経緯を描いている。
７　熊沢蕃山の環境共生思想については，桑子の『環境の哲学』第５章環境土木の哲学−熊沢蕃山−及び，関・進士の論
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2.2　近代化と上水道設置
　明治時代においても，岡山市民は洪水と伝染病に悩まされており，上下水道の設置はまちづくりの
悲願と考えられていた。明治25年（1892年）と明治26年（1893年）には中心市街地が大洪水に見舞わ
れ，明治28年（1895年）にはコレラが流行し，水道設置を求める運動が活発化する。明治30年（1897
年），小田安正市長は水道設置を最優先課題としていたが，明治33年（1900年），水道延期派と断行派は，
公債募集の失敗と不景気による財政難から激しく対立し，水道設置は暗礁に乗りかける。しかし，明
治35年（1902年）に再びコレラが流行すると，延期派と断行派の対立は再度深まったが，国が水道設
置の支援を表明することで，岡山市議会は全国８番目の水道設置を決定することになる。併せて，小
田は，明治33年（1900年），広島市との旧制第六高等学校の誘致合戦においても，水道設置を明言す
ることで，誘致に成功しており，安定した水の供給は，近代都市の条件であり，岡山市の教育インフ
ラの整備にも影響を与えていたのである８。
　一方で，下水道の設置は，第二次世界大戦後の戦後復興期まで待たなければならなかった。明治末
期から大正初年にかけての工事は，堀を埋め立てて溝渠を幹線として整備するのに留まっており，雨
水や汚水を地下に流すだけの不衛生なものであった。下水道が完備されるまで，岡山市民を苦しめた
ものは，洪水が起きると水が逆流し市街地を浸水させただけではなく，市街地が拡大するにつれて，
雨の度に浸水が起きてしまうことである。大正15年（1926年）４月，岡山市は臨時下水道改良調査課
を設けて近代下水道計画に取り掛かるが，財政難のために実現せず，水道計画資料も戦災によって焼
失することになる。
３　第二期：西川緑道公園の建設に向けて
3.1　戦前・戦後における西川の原風景
　西川界隈は，昭和20年（1945年）６月29日の岡山大空襲で焦土と化す。中心市街地では郵便局，電
話局，岡大病院などを残す以外は跡形も残っておらず，戦後西川では新しい住民がまちづくりを進め
ることになる。第二次世界大戦前後の様子を聞き取り調査からまとめてみると，西川では，洗濯や洗
い物などの暮らしの場であり，水泳や魚釣りなど子供の遊び場でもあった。特に，用水の水量を下げ，
川掃除をする川干の日には，農家が掃除をするだけではなく，子供たちが，干あがった川に入り，魚
を獲るのを楽しみにしていたようである９。西川界隈では，武家屋敷や寺社など古い町並みを残して
いたが，ホタル，ゲンゴロウ，ヤゴ，ヤンマなど生物に溢れており，屋台舟もあり，夕涼みをする人
もいるなど，付近の生活は西川と切り離せない親水性が高いものであった。
文を参照した。
８　『岡山市会史』には，水道施設と第六高等学校の関係が記載されている。酒井佐保第六高等学校長は，六高誘致の条
件に水道施設の設置が含まれているため，岡山市が水道を施設しない場合には，高校の移転の意見を文部大臣に提出す
るつもりだったと述べている。また，『六稜寮史』においても，六校設置の決定後，中島遊郭の移転，上下水道の整備，
図書館の設置など岡山県と岡山市の責任として衛生と風紀の徹底が議論されていたとする。
９　坪田譲治の『かっぱとドンコツ』には，「川干と胴じり網」という作品があり，子供達が魚の生け捕りなど年２回の
川干の日を楽しみにしていた様子が描かれている。
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3.2　高度経済成長下の西川用水
　戦後復興期，西川沿いには，昭和26年（1951年）に岡ビル百貨店，昭和29年（1954年）に，岡山バ
プテスト教会などが誕生し，昭和27年（1952年）３月から岡山市は下水道の設置に着手する。昭和29
年（1954年）から昭和48年（1973年）にかけての高度経済成長期には，経済的な豊かさが達成される
一方で，大気汚染や水質汚染などの公害問題が日本各地で起こり，西川界隈も，成長のひずみが最も
目に付く場所となっていた。例えば，西川用水へのゴミ投げは目に余る程であり，景観の汚れは岡山
市民のモラルの問題として受け止められていく。西川沿いは，清流からドブ川に変化しただけではな
く，ドラム缶やゴミ箱が置かれ，駐車場や個人菜園と化すこともあり，議会や新聞でも西川は岡山の
恥部であると厳しい意見が出されていた10。
　聞き取り調査によれば，昭和27年（1952年）頃には，西川用水で泳ぐ人が少なくなり，昭和37年（1962
年），岡山国体の頃では，ゴミの不法投棄が増え，西川から悪臭が漂ったようである11。当時の西川界
隈は，呉服屋，美容院，タバコ屋など日常生活に必要な店が多く，西川沿いには大きな柳が植えられ
ていた。同年10月10日には，岡山市民の生活規範として市民憲章が制定され，美しい緑のまちをつく
ることや，ゴミの始末を行い，清潔なまちをつくることを宣言している。昭和42年（1967年）の政策
重要課題を見てみると，岡山市は「緑と花，光と水」のまちづくりに向けて，下水道の整備と共に，「木
や花をうえましょう」運動や「木や花を大切に育て保護しましょう」運動など，緑化思想や美化思想
の普及・啓蒙に力を入れ，市民のマナー向上を目指していたことが分かる。
　その後，町内会は，西川用水の清掃に動き出すようになる。昭和44年（1969年）１月には，町内会
連合は西川流域環境美化運動推進協議会を設置し，広域で清掃や啓発活動を始めている。昭和46年
（1971年）６月16日の山陽新聞「遊歩道ゴミの山・あとたたぬ不法投棄」によれば，西川用水組合が，
５月の田植え前に川ざらいを行っているが，６月になっても川底のゴミを遊歩道に残したままになっ
ており，酷い悪臭が漂っていたようである。西川用水組合にとっては，田んぼへの流水を確保するた
めの清掃であるが，大量のゴミ処理まで手が回らない状態になっていた。当時のゴミ問題の背景には，
ゴミ捨てマナーの欠如もさることながら，家庭ゴミが大半であり，深夜営業のバー，飲食店の経営者
などゴミの回収が間に合わない状況が続いていたようである。
　昭和45年（1970年）には，公害国会が開かれている。岡山市も急激な都市化による弊害を公害と捉
えており，同年４月に公害課を設置し，排気ガスなどの大気汚染対策，人口と事業所の増加による水
質汚濁対策，そして，自動車や道路事情の悪化による騒音防止対策を進めている12。ただ，西川用水
の水質は全長16kmの全域で悪化していたのではない。下水道整備地域の水質は良好となっていたが，
10　昭和46年２月定例岡山市議会会議録第３号（３月５日）206頁には，国道２号線から清輝橋に至るまで用水がゴミ捨
て場になっていること，また，昭和46年９月定例岡山市議会会議録第７号（10月５日）348頁には，南に流れる西川用
水が汚濁されて公害用水となっていることが指摘されている。
11　平成25年（2013年）10月６日玉光源爾氏に聞き取り調査を行った。西川の生命線は，川の表面がキラキラと光ること，
柳，石垣，とんぼであり，岡崎市長の「緑と花，光と水」も大事であるが，西川で暮らしてみると「土，水，緑，小動物」
も大事だと述べている。
12　岡山市衛生局公害課『岡山市の公害』昭和45年度を参照。西川北西部の水質はおおむね良好であるが，南西部は汚染
が著しく，下水道の整備が望まれているとする。
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住宅や企業進出などで下水道の整備が遅れていた地域の水質が悪化することになる。高度経済成長期
における岡山市のまちづくりは，水島コンビナートからも遠く産業公害を直接的に受けたわけではな
い。ただ，岡山市は下水などの衛生問題，用水の水質悪化，ゴミ捨てマナーの悪化，車による大気汚
染や騒音などを都市公害として位置づけており，それらは岡山市民の生活習慣から生じた公害であっ
た。水と緑のまちづくりは，市民のライフスタイルを変えることで公害の解決を目指していたのであ
る。
3.3　岡山市による緑化計画 
　岡崎平夫市長は，昭和38年（1963年）から“山を削り海を埋め”という重工業の時代に「緑と花，
光と水」を掲げ，緑のまちづくりを展開してきた。岡崎自身は，昭和25年（1950年）から市役所職員
として上下水道の整備に尽力しており，きれいな西川の復活に向けて市民と経済界の動きに並行しな
がら政治的リーダーシップを発揮させていった。岡崎が市長となった昭和38年（1963年）10月には，
岡山商工会議所建設委員会が，西川沿線の緑地帯整備について，樹木の手入れが十分でないこと，西
川美化問題の行政窓口を一本化すること，飲料業者の汚物収集対策及び沿線ゴミ処理対策について提
案を行っている。
　昭和46年（1971年）12月，岡山市は，緑の保全・回復を通じて健康で清潔なまちを目指すために『緑
のまちづくり憲法』とも呼ぶべき緑化条例を制定し，昭和47年（1972年）には，緑化推進本部も設置
している13。岡崎は，昭和46年（1971年）10月２日の議会において，緑化条例の制定に向けて公害の
ないまちづくりは，水と緑のまちづくりであるという理念を鮮明に打ち出し，以下のように述べてい
る14。
　「私は緑と花，花と水と９年間言っておりますけれども，まだその効果は十分あがっておりませんが，
今私の任期においては緑と対決と，公害と緑と対決，緑と花，光と水ということは公害除去というこ
とです。緑と対決ということを考えております。」
　岡崎が公害と対峙して緑化条例を強く推進したのは，それが全国的に先進的な取組であると共に，
行政だけで緑化を担うには限界があるからだ。緑化条例には，緑化に関する重要事項を審議するため
に国・県の関係機関及び市民代表が参加する緑化審議会の設置が可能であるが，注目すべきは，諸団
体との連携に力が入れられている点である。「春の花いっぱい月間」や「秋の緑化月間」など緑化を
推進するグリーン作戦には，ロータリークラブ，ライオンズクラブ，連合町内会，連合婦人会，岡山
青年会議所，労働組合などの協力を得ることになる。
　昭和47年（1972年），緑地計画の全容が明らかになる。同年２月２日，岡山市は岡山商工会議所会
頭を会長に，また，岡山市連合婦人会を副会長とした緑化審議会を設置し，同年２月18日には，岡山
1₃　緑化条例の内容は，市による緑化計画策定，市民による家庭緑化，団地造成には市と協議による緑地確保，市が必要
と認める時は既存の工業においても緑地を確保すること，樹木の伐採には届け出義務を課すなどが定められていた。
14　昭和46年９月定例岡山市議会会議録第５号（10月２日）pp.279
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市建設局長が，緑化審議会に対して緑化基本方針案や緑化条例の説明を行っている。同年２月26日と
27日には，宮脇昭・横浜国立大学助教授が中心市街地の緑地調査を行っており，岡山市はポプラなど
の外来種が多い割に在来種が少なく，岡山市の緑化は想像以上に進んでいないと指摘している15。そ
の後，宮脇助教授は，岡山市にグリーン・マップを提出し，岡山市はそれに基づいて都市全体の緑化
を進めていく。
3.4　若手経済人による夏の歩行者天国
　西川界隈では，町内会が清掃活動を始める一方で，岡山青年会議所は歩行者天国を目玉にしたイベ
ントを開催する。昭和44年（1969年）旭川市が，青年会議所，商店街，市役所の連携により日本で初
めて自動車を制限した買物公園実験を行って以来，昭和45年（1970年），旭川，東京銀座，静岡，兵庫，
福岡などの各都市にも広がりをみせ，岡山青年会議所も，昭和46年（1971年）『人間性回復のひろば』
を理念に歩行者天国の準備を進めていた。岡山青年会議所は，高度経済成長による経済的な豊かさだ
けではなく，西川筋で家族連れが手を繋いで楽しむ，心の豊かさを取り戻す夏祭りの開催を目指して
いた。西川筋が選ばれた理由には，市街地の中心という地理的条件の他，水と緑の親水性，車両通
行止めによる広場の創出，宵暗の明かりが美しい景色になることが挙げられる16。岡山青年会議所は，
昭和44年（1969年）から清掃活動を続けており，昭和46年（1971年）７月24日，平和町西川派出所か
ら下石井公園までで歩行者天国を行い，約５万人もの参加者を集めている17。昭和47年（1972年）７
月29日には，駅前電車通りから旧国道２号線にかけて西川沿い両側市道1.2kmを歩行者天国にし，10
万人を集客することになる18。
3.5　緑化審議会による西川緑地計画の提案 
　昭和47年（1972年）12月１日，緑化審議会は，緑化政策のシンボル地区として，西川沿いの道路を
公園にする大胆な提案を行うことになる。この提案は，岩田町の南方跨線橋から旧国道２号線にかけ
ての1.8kmの区間を対象に，西川用水の西側を緑地にし，東側は幅４メートルの緊急車両用道路に変
え，電柱も地下ケーブルにする斬新なもので，歩行者天国を開催する都市が増える中で道路そのもの
を緑地公園化する全国的にも珍しいアイデアであった。ただし，昭和47年（1972年）４月から中心市
街地の全面駐車禁止が始まっており，岡山市議会では，中小商工業者の影響が大きいため，むしろ西
川の柳と柳の間に公共駐車場を作るべきとの意見も出されていた。西川緑地計画の実現は，西川界隈
の住民が全面車輌乗入禁止を受入れるか否かにかかっていたのである。
1₅　山陽新聞「予想以上に少ない・岡山市内を緑化診断」1972年２月27日
16　平成27年８月４日，歩行者天国を企画した元岡山青年会議所副理事長木口省吾氏に聞き取り調査を行った。清掃活動
や夏祭りなどによって西川界隈の様子が市民に伝わり，鯉の放流は，子供の眼を西川に集め，ゴミ捨ての抑止力になっ
たとする。これらの活動を通じて，市長や行政にとってもまちづくりをやりやすい雰囲気が生まれていった。昭和47年
（1972年）４月，木口氏は，緑化推進運動を盛り上げるために鯉の放流や，川沿いの柳を道路沿いにずらして歩道を整
備する公園構想を岡崎市長に提言した。
17　山陽新聞「にぎわった“歩行者天国”」1971年７月25日（4）
1₈　山陽新聞「夜店綿菓子金魚すくい・一夜楽しんだ10万人」1972年７月30日（4）
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市建設局長が，緑化審議会に対して緑化基本方針案や緑化条例の説明を行っている。同年２月26日と
27日には，宮脇昭・横浜国立大学助教授が中心市街地の緑地調査を行っており，岡山市はポプラなど
の外来種が多い割に在来種が少なく，岡山市の緑化は想像以上に進んでいないと指摘している15。そ
の後，宮脇助教授は，岡山市にグリーン・マップを提出し，岡山市はそれに基づいて都市全体の緑化
を進めていく。
3.4　若手経済人による夏の歩行者天国
　西川界隈では，町内会が清掃活動を始める一方で，岡山青年会議所は歩行者天国を目玉にしたイベ
ントを開催する。昭和44年（1969年）旭川市が，青年会議所，商店街，市役所の連携により日本で初
めて自動車を制限した買物公園実験を行って以来，昭和45年（1970年），旭川，東京銀座，静岡，兵庫，
福岡などの各都市にも広がりをみせ，岡山青年会議所も，昭和46年（1971年）『人間性回復のひろば』
を理念に歩行者天国の準備を進めていた。岡山青年会議所は，高度経済成長による経済的な豊かさだ
けではなく，西川筋で家族連れが手を繋いで楽しむ，心の豊かさを取り戻す夏祭りの開催を目指して
いた。西川筋が選ばれた理由には，市街地の中心という地理的条件の他，水と緑の親水性，車両通
行止めによる広場の創出，宵暗の明かりが美しい景色になることが挙げられる16。岡山青年会議所は，
昭和44年（1969年）から清掃活動を続けており，昭和46年（1971年）７月24日，平和町西川派出所か
ら下石井公園までで歩行者天国を行い，約５万人もの参加者を集めている17。昭和47年（1972年）７
月29日には，駅前電車通りから旧国道２号線にかけて西川沿い両側市道1.2kmを歩行者天国にし，10
万人を集客することになる18。
3.5　緑化審議会による西川緑地計画の提案 
　昭和47年（1972年）12月１日，緑化審議会は，緑化政策のシンボル地区として，西川沿いの道路を
公園にする大胆な提案を行うことになる。この提案は，岩田町の南方跨線橋から旧国道２号線にかけ
ての1.8kmの区間を対象に，西川用水の西側を緑地にし，東側は幅４メートルの緊急車両用道路に変
え，電柱も地下ケーブルにする斬新なもので，歩行者天国を開催する都市が増える中で道路そのもの
を緑地公園化する全国的にも珍しいアイデアであった。ただし，昭和47年（1972年）４月から中心市
街地の全面駐車禁止が始まっており，岡山市議会では，中小商工業者の影響が大きいため，むしろ西
川の柳と柳の間に公共駐車場を作るべきとの意見も出されていた。西川緑地計画の実現は，西川界隈
の住民が全面車輌乗入禁止を受入れるか否かにかかっていたのである。
1₅　山陽新聞「予想以上に少ない・岡山市内を緑化診断」1972年２月27日
16　平成27年８月４日，歩行者天国を企画した元岡山青年会議所副理事長木口省吾氏に聞き取り調査を行った。清掃活動
や夏祭りなどによって西川界隈の様子が市民に伝わり，鯉の放流は，子供の眼を西川に集め，ゴミ捨ての抑止力になっ
たとする。これらの活動を通じて，市長や行政にとってもまちづくりをやりやすい雰囲気が生まれていった。昭和47年
（1972年）４月，木口氏は，緑化推進運動を盛り上げるために鯉の放流や，川沿いの柳を道路沿いにずらして歩道を整
備する公園構想を岡崎市長に提言した。
17　山陽新聞「にぎわった“歩行者天国”」1971年７月25日（4）
1₈　山陽新聞「夜店綿菓子金魚すくい・一夜楽しんだ10万人」1972年７月30日（4）
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　岡山市が西川緑地計画に力を注いでいたのは，西川，烏城公園，後楽園を核とした『旭川ラインパー
ク』という公園都市構想を持っており，そこでは，西川が緑地のシンボルゾーンとして重要な位置を
占めていたからである。また，岡崎の回想録によれば，西川は下水が整備されるまでは死の川と呼ばれ，
議会ではふたをかけて駐車場にする提案も出される程であったが，岡崎が西川を緑地計画の有力な地
としていたのは，西川は整備された緑地帯ではなく，土地を買収しなくても整備が可能であり，市民
の憩いの場として都市景観も飛躍的に向上すると考えていたためである19。
　昭和47年（1972年）12月７日，岡山市は，国，県，県警察本部を集めて緑化連絡会議を開いたが，
参加者全員が西川の緑地化に賛成を表す中で，県警は西川の裏通りに車が集中することや，ガソリン
スタンドや駐車場経営者への補償といった懸案事項も指摘している。
3.6　西川緑化計画反対運動
　昭和47年（1972年）は，市民，経済界，議会，行政のそれぞれが西川緑道のまちづくりに関わって
いたが，昭和48年（1973年），岡山市は公園建設反対運動の対応に追われることになる。岡山市は，
町内会や団体に向けて緑地計画の説明会を10数回しているが，昭和48年（1973年）２月13日，西川沿
いに居住する約100人の反対派が岡山市役所に集結し，計画の中止を陳情した20。反対運動の中心は，
西川界隈の町内会で構成された西川道路縮小計画反対協議会であり，2208名の反対署名を岡山市に提
出している21。
　反対派の主張は，岡山市は町内会長と話し合っているが，一般住民や商店に対する個別の説明が十
分ではなく，商売への影響を配慮し，利害のある住民の意向を汲み取るべきであること，そして，緑
化の大切さは分かるが地元住民の生活を考慮すべきだというものであった22。昭和48年（1973年）３
月９日の議会で，岡崎は，交通規制をしても他の道路で調整できるので南北に走る西川沿いの道路に
は影響ないと発言し，西川緑地化の必要性を改めて訴えた23。同年４月には，岡山市は，建設局公園
緑地課を公園課と改組し，緑と花課を新たに設置する機構改革を行っているが，同年５月17日の岡山
日日新聞には，住民の猛烈な反対によって，岡山市が賛成派と反対派の板挟みとなっており，西川緑
化計画が滞っている記事が掲載されている。
　反対運動が盛り上がる一方で，若手経済界は歩行者天国を地域活性化に活用していた。昭和48年
（1973年）８月３日から５日までの「夏まつり・おかやま」では，２年間続けられた歩行者天国の会
場を西川筋から桃太郎大通り（柳川交差点〜城下交差点）へと変更し，25万人を集客する。歩行者天
国は，車社会から歩きやすい社会への期待も込めた夏のイベントへと成長していた。更に，同年８月
11日には，岡山市市政顧問会の中で，新幹線開通を控えたオリエント美術館の建設や西川緑地公園計
1₉　岡崎の自伝である『愚直人生らくがき帖』の270頁を参照。
20　山陽新聞「西川緑地公園に反対・住民が市へ中止陳情」1973年２月14日
21　昭和48年２月定例岡山市議会付議事件経過・結果表には，西川緑化公園計画反対について６名の陳情があり，西川道
路公園計画反対については，2208人の署名が集まっていることが記載されている。
22　山陽新聞「あすの地域社会＜11＞複雑な住民の反応」1976年１月15日には，西川緑道公園設置を振り返り，賛成派と
反対派の意見がまとめられている他，西川界隈にはしこりが残っていると書かれている。
2₃　山陽新聞「西川緑地ぜひ必要・市長答弁交通に支障はない」1973年３月10日
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画が取り上げられ，西川緑地計画そのものは良いものであるから，モデル地区を設けて関係者の理解
を得るべきだとの意見が述べられている24。同年９月20日の岡山市議会で西川緑地公園の早期実現に
ついて意見が出されており，それらは西川緑地化を後押しすることになる。
　西川緑地計画に関する聞き取り調査や新聞から当時の様子をまとめてみると，多くの人は緑地化の
構想に好意的であるが，西川界隈で生活する人や商売を行う人との調整が困難となり，NIMBY（Not 
In My Back Yard：施設の必要性は認めるが，家の近所はやめてくれ）の状況に陥っていたと言える。
西川界隈の住民は，戦後の土地区画整理で既に土地が収用され，道路を造成したにも関わらず，新し
い提案では，今度は車が通れなくなり，商売にも影響を及ぼすことに違和感を覚えたようである。地
元住民の中には，緑化のシンボルも大事だが，車社会への対応を優先すべきと考える人もいたのであ
る。
3.7　西川緑地計画の妥協
　昭和49年（1974年），岡山市は西川緑地公園建設の最終的な妥協案を提出する。同年１月14日，岡
山市は，西川道路縮小計画反対協議会に対し，第一に，駅前電車通りから国道２号線までの１キロを
公園化すること，第二に，西川を挟む西側市道は現状のままにし，東側市道を９mから６mに縮小，
３mを緑地にする計画を提示した。岡山市は同協議会の代表10名に説明し，協議会は70名の役員と相
談することになる25。その後も説明会が開かれているが，昭和49年（1974年）春には西川の緑地化に
対する合意が取れ，西川緑道公園建設に向かうことになる。当時，駅前には繊維倉庫，西川筋には一
階が店舗で二階が住宅となった複合的な建物が多く，路上で車の停車ができる程の交通量しかなかっ
たそうだが，西川緑道公園には，水と緑のまちづくりだけではなく，観光客獲得に向けた魅力ある都
市づくりへの貢献も求められるようになる。同年６月29日，第７回岡山市議会緑化問題特別委員会で
は，西川は裏町的様相を呈しているので，西川緑地計画が市の表玄関としてのシンボルになるように
整備し，緑だけではなく公園的な明るい要素を織り交ぜるべきだと提案がなされている。
　昭和49年（1974年）６月５日，岡山青年会議所は，岡崎市長，西川流域美化促進協議会，流域町内
会と共に５千匹の鯉を放流し，その後「西川に鯉を育てる会」が結成されるなど西川美化への関心も
高まっていく。更に，同年９月13日の山陽新聞の記事には，中国公衆衛生学会の報告にて，西川の水
質が24年前に比べて大幅に改善されたことが掲載されている。改善理由として，昭和38年（1963年）
の下水道整備の成果だけではなく，清掃活動やゴミの不法投棄の禁止を呼び掛けたことも挙げられて
いる。昭和49年（1974年）は，西川緑道公園設置計画を巡る対立の決着と，市民活動を通じた用水の
美化が達成される年となった。
3.8　西川緑道公園設置に向けた国と県の支援
　西川緑地計画の実現には，国や県の役割も重要であった。昭和49年（1974年）10月，建設省は，岡
山市の他，新潟市，郡山市など六都市を「緑化モデル都市」に選出している。同10月11日，岡山県都
24　山陽新聞「住民の理解求めよ・岡山市政顧問会議西川緑地公園で要望」1973年８月12日
2₅　山陽新聞「道幅縮め三メートル分に」1974年１月15日
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画が取り上げられ，西川緑地計画そのものは良いものであるから，モデル地区を設けて関係者の理解
を得るべきだとの意見が述べられている24。同年９月20日の岡山市議会で西川緑地公園の早期実現に
ついて意見が出されており，それらは西川緑地化を後押しすることになる。
　西川緑地計画に関する聞き取り調査や新聞から当時の様子をまとめてみると，多くの人は緑地化の
構想に好意的であるが，西川界隈で生活する人や商売を行う人との調整が困難となり，NIMBY（Not 
In My Back Yard：施設の必要性は認めるが，家の近所はやめてくれ）の状況に陥っていたと言える。
西川界隈の住民は，戦後の土地区画整理で既に土地が収用され，道路を造成したにも関わらず，新し
い提案では，今度は車が通れなくなり，商売にも影響を及ぼすことに違和感を覚えたようである。地
元住民の中には，緑化のシンボルも大事だが，車社会への対応を優先すべきと考える人もいたのであ
る。
3.7　西川緑地計画の妥協
　昭和49年（1974年），岡山市は西川緑地公園建設の最終的な妥協案を提出する。同年１月14日，岡
山市は，西川道路縮小計画反対協議会に対し，第一に，駅前電車通りから国道２号線までの１キロを
公園化すること，第二に，西川を挟む西側市道は現状のままにし，東側市道を９mから６mに縮小，
３mを緑地にする計画を提示した。岡山市は同協議会の代表10名に説明し，協議会は70名の役員と相
談することになる25。その後も説明会が開かれているが，昭和49年（1974年）春には西川の緑地化に
対する合意が取れ，西川緑道公園建設に向かうことになる。当時，駅前には繊維倉庫，西川筋には一
階が店舗で二階が住宅となった複合的な建物が多く，路上で車の停車ができる程の交通量しかなかっ
たそうだが，西川緑道公園には，水と緑のまちづくりだけではなく，観光客獲得に向けた魅力ある都
市づくりへの貢献も求められるようになる。同年６月29日，第７回岡山市議会緑化問題特別委員会で
は，西川は裏町的様相を呈しているので，西川緑地計画が市の表玄関としてのシンボルになるように
整備し，緑だけではなく公園的な明るい要素を織り交ぜるべきだと提案がなされている。
　昭和49年（1974年）６月５日，岡山青年会議所は，岡崎市長，西川流域美化促進協議会，流域町内
会と共に５千匹の鯉を放流し，その後「西川に鯉を育てる会」が結成されるなど西川美化への関心も
高まっていく。更に，同年９月13日の山陽新聞の記事には，中国公衆衛生学会の報告にて，西川の水
質が24年前に比べて大幅に改善されたことが掲載されている。改善理由として，昭和38年（1963年）
の下水道整備の成果だけではなく，清掃活動やゴミの不法投棄の禁止を呼び掛けたことも挙げられて
いる。昭和49年（1974年）は，西川緑道公園設置計画を巡る対立の決着と，市民活動を通じた用水の
美化が達成される年となった。
3.8　西川緑道公園設置に向けた国と県の支援
　西川緑地計画の実現には，国や県の役割も重要であった。昭和49年（1974年）10月，建設省は，岡
山市の他，新潟市，郡山市など六都市を「緑化モデル都市」に選出している。同10月11日，岡山県都
24　山陽新聞「住民の理解求めよ・岡山市政顧問会議西川緑地公園で要望」1973年８月12日
2₅　山陽新聞「道幅縮め三メートル分に」1974年１月15日
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市地方計画審議会は，岡山市による西川緑地の原案を承認し，知事に答申し，国，県，市のそれぞれ
が都市全体の緑化を推進することになる26。岡崎は，できる限り国庫補助を受けての建設を目指して
いたが，建設省と県も西川の緑地化を好意的に受け止め，総工費約２億5000万円で本格的な工事がス
タートする27。
　西川緑道公園の建設には，清掃活動や歩行者天国などまちづくり活動が追い風となったが，国や県
の緑化政策や公園政策とも連携しており，様々な団体の協働により実現している。西川緑道公園に関
する岡崎の手腕について，大野の研究では，新しい焼却炉の建設に際して温水プールを併設させると
いった都市経営手腕を評価しているが，本稿はそれに加えて，かつての小田安正市長の水道施設設置
と同じく，西川緑道公園の設置においても，まちづくりの状況を俯瞰しながら最終的には政治的リー
ダーシップを発揮した点に注目したい。ただし，聞き取り調査から明らかになったことは，市長によ
る公園設置の決断には，行政職員の粘り強い交渉，若手経済人の歩行者天国，そして，市民団体の清
掃活動などまちづくりの気運が西川に集まっていたことを見逃してはならないのである28。
　西川緑道公園は，第一期工事が昭和51年（1976年）春に完了，第二期工事が昭和55年（1980年），
南側に枝川緑道公園を設置して完了，第三期工事が昭和58年（1983年）３月に完了している。第一期
工事の成功を受けて，公園建設に難色を示していた住民も岡山市に対して西川緑道公園建設区間の延
長を申し出ており，第二期・第三期工事へと進むことになった29。
3.9　西川緑道公園の持つまちづくり空間
　西川緑道公園の設置は，市民，行政，議会，経済界を巻き込んだ取組としては明治の水道設置以来
の公共事業であったのだが，西川緑道公園が持つまちづくりの空間性について，設計を担当した伊藤
邦衛氏は興味深いコメントを残している30。まず，西川緑道公園の特徴は，ひとりの設計士が全長2.4km
という細長い公園のデザインを一手に引き受けた珍しい公園であり，そのおかげで公園の一体感や調
和がとれている点である。また，公園が子供の遊び場として考えられていた当時，文芸的な側面を持
ち，観賞的にも堪えられる水準を保ちながら，市民活動の拠点となるような公園設計したということ
である。その他，公園で使われる資材は，万成石など岡山になじみ深いものが選ばれている。
　伊藤氏が抱く公園づくりの思想は，公園を子供の遊び場に限定せず，音楽祭やマルシェなど，人や
生活が中心となる舞台装置として位置づけることである。まさしく，市民参加による賑わいの創出を
26　山陽新聞「緑化モデル都市へ・岡山来年度から事業推進」1974年10月６日，山陽新聞「西川緑地計画などを答申・岡
山県都計審」1974年10月12日
27　『岡山市政だより』昭和49年12月１日号には，西川緑道公園の整備が始まったことが掲載されている。
2₈　平成26年（2014年）10月９日，岡山市元助役渡辺圭介氏に聞き取り調査を行った。渡辺氏は，国，経済界，建設反対
派などの根回しや交渉にあたり，岡山青年会議所がまちづくりを応援し，仲間が増えることで市民活動が活性化したと
指摘している。また，平成27年（2015年）６月８日岡山市元職員冨山岩雄氏への聞き取り調査によると，緑地化の目的は，
岡山市には中央公園がないため岡山駅前と表町の結節点を作ることであった。岡崎市長は，『不都合があったら撤去す
る』と住民を説得し，反対運動の時には市職員を鼓舞したという。
2₉　山陽新聞「実績逆転，公園延長の賛否」1980年11月12日
₃0　平成26年（2014年）12月25日，西川緑道公園を設計した伊藤邦衛氏に聞取調査を行った。伊藤氏は，公園は都市の舞
台装置で人が中心であり，人と風景が共に変わっていくストーリー性を重視している。音楽祭だけでなくアートやダン
スもできる公園ができれば，街の文化が変わっていくと述べている。
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意図するものであり，その発想は，岡山市中心市街地におけるまちづくりの基盤となるものである。
まちづくり団体は，伊藤氏が唱える市民の舞台性というコンセプトを無意識のうちに継承しているが，
岡山市民にとってのまちづくり資産は，中心市街地に位置する西川緑道公園に活動の場所を手に入れ
たことである。
　西川緑道公園誕生に向けた運動の熱気は，その目的が達成された後は穏やかになり，行政は，公園
の維持管理を行い，市民はホタルを飼育し，朝顔市など憩いの場として利用するようになる。ここで，
西川緑道公園の設置が岡山のまちづくり史に残した意義を挙げておきたい。第一に，岡山市民は，都
市化が進む中で，反対運動がありながらも中心市街地に自然環境を残す選択をしたこと，そして，第
二に，西川緑道公園は，都市公害から環境に向かうまちづくりの転換点となったことである。
４　第三期：まちづくり運動―市民，行政，経済界のそれぞれの活動―
4.1　まちづくりの発信機能
　西川緑地計画で妥協し，廃案となった全面車両通行禁止の計画は，1980年代以降，一般車両の通行
を制限し，公共交通機関と歩行者の通行を優先するトランジット・モール構想などに引継がれ，賑わ
いづくりに挑戦するまちづくり団体が生まれることになる。西川緑道公園が岡山市内にある他の公園
と比べてユニークな発展を遂げている点として，権利や意見の主張を含むまちづくり活動を通じて，
市民が抱く都市の姿が公園に投影され，発信されていることが挙げられる。
　第三期工事完了の翌年，昭和59年（1984年）12月23日，若者の文化祭「西川アクエリアン・フェス
ティバル」が開催された31。このイベントの目的は，岡山大学学生新聞「NUTS」のスタッフを中心と
した委員会が，21世紀を透明な知性を持つみずがめ座（アクエリアン）の時代と位置づけ，次世代を
担う若者が，文化発信力の乏しい岡山のまちを刺激することであった。委員会は，バプテスト教会の
中で「若者文化と街」についてシンポジウムを開催し，下石井公園でアマチュアバンドの演奏や演劇
の上演などで約150名の参加を集めた。また，大会を支援した大人たちは，若者たちがまちづくりイ
ベントを通じて社会の仕組みや民主主義の経験を積ませようと考えていた。
4.2　チーム25と西川フリーマーケット
　西川緑道公園の誕生から10年が経った昭和61年（1986年）８月，若手建築家やデザイナーからなる
団体，チーム25が誕生する。チーム25は，同年８月，西川沿いに25坪のアトリエを構え，「西川まち
づくり憲章」に活動目標を定めている。憲章には，第一に，公園両サイドにある車道のモール化（散
歩道化），第二に，公園の中に“集い，憩い，楽しむ”要素を取り入れること，第三に，両側の建物
を景観にマッチさせることを三つの柱として掲げており，この憲章の実現に向けて西川緑道公園に
₃1　平成26年（2014年）11月20日，アクエリアン・フェスティバルを支援した佐野浩氏に聞き取り調査を行った。当時の
公園は緑を大切にする場所でイベントの場としては考えられていなかった。イベントの目的は，若者が街で活躍するこ
とで社会を知り，行政に頼らない自治の姿など民主主義を考える機会を作りたかったと述べている。
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意図するものであり，その発想は，岡山市中心市街地におけるまちづくりの基盤となるものである。
まちづくり団体は，伊藤氏が唱える市民の舞台性というコンセプトを無意識のうちに継承しているが，
岡山市民にとってのまちづくり資産は，中心市街地に位置する西川緑道公園に活動の場所を手に入れ
たことである。
　西川緑道公園誕生に向けた運動の熱気は，その目的が達成された後は穏やかになり，行政は，公園
の維持管理を行い，市民はホタルを飼育し，朝顔市など憩いの場として利用するようになる。ここで，
西川緑道公園の設置が岡山のまちづくり史に残した意義を挙げておきたい。第一に，岡山市民は，都
市化が進む中で，反対運動がありながらも中心市街地に自然環境を残す選択をしたこと，そして，第
二に，西川緑道公園は，都市公害から環境に向かうまちづくりの転換点となったことである。
４　第三期：まちづくり運動―市民，行政，経済界のそれぞれの活動―
4.1　まちづくりの発信機能
　西川緑地計画で妥協し，廃案となった全面車両通行禁止の計画は，1980年代以降，一般車両の通行
を制限し，公共交通機関と歩行者の通行を優先するトランジット・モール構想などに引継がれ，賑わ
いづくりに挑戦するまちづくり団体が生まれることになる。西川緑道公園が岡山市内にある他の公園
と比べてユニークな発展を遂げている点として，権利や意見の主張を含むまちづくり活動を通じて，
市民が抱く都市の姿が公園に投影され，発信されていることが挙げられる。
　第三期工事完了の翌年，昭和59年（1984年）12月23日，若者の文化祭「西川アクエリアン・フェス
ティバル」が開催された31。このイベントの目的は，岡山大学学生新聞「NUTS」のスタッフを中心と
した委員会が，21世紀を透明な知性を持つみずがめ座（アクエリアン）の時代と位置づけ，次世代を
担う若者が，文化発信力の乏しい岡山のまちを刺激することであった。委員会は，バプテスト教会の
中で「若者文化と街」についてシンポジウムを開催し，下石井公園でアマチュアバンドの演奏や演劇
の上演などで約150名の参加を集めた。また，大会を支援した大人たちは，若者たちがまちづくりイ
ベントを通じて社会の仕組みや民主主義の経験を積ませようと考えていた。
4.2　チーム25と西川フリーマーケット
　西川緑道公園の誕生から10年が経った昭和61年（1986年）８月，若手建築家やデザイナーからなる
団体，チーム25が誕生する。チーム25は，同年８月，西川沿いに25坪のアトリエを構え，「西川まち
づくり憲章」に活動目標を定めている。憲章には，第一に，公園両サイドにある車道のモール化（散
歩道化），第二に，公園の中に“集い，憩い，楽しむ”要素を取り入れること，第三に，両側の建物
を景観にマッチさせることを三つの柱として掲げており，この憲章の実現に向けて西川緑道公園に
₃1　平成26年（2014年）11月20日，アクエリアン・フェスティバルを支援した佐野浩氏に聞き取り調査を行った。当時の
公園は緑を大切にする場所でイベントの場としては考えられていなかった。イベントの目的は，若者が街で活躍するこ
とで社会を知り，行政に頼らない自治の姿など民主主義を考える機会を作りたかったと述べている。
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人が集まる仕掛けを作っていく32。チーム25は西川緑道公園の問題点として，公園による環境の良さ
が周辺地区に活かされていないこと，公園が車道によって周辺と分断され，回遊性に欠けているこ
と，そして，定住人口の減少・商業集積の不足により周辺地区の空洞化が進んでいることを挙げてい
る33。
　また，チーム25は当初の活動期間を10年間と決めていたが，昭和61年（1986年）12月から平成11年
（1999年）の解散までの13年間に渡って続けられたのが西川フリーマーケットである。西川フリーマー
ケットは，年４回，計50回開催されているが，チーム25の功績は，市民団体が公園を活用するという
西川の文化を築き上げた点にある。そもそも，公園内での商業行為は原則禁止されているが，フリー
マーケットは，市民が楽しく出会い，自己表現をする手段と捉えることで，公園を散歩の場所と捉え
る旧来の公園行政から市民が活用する公共空間へと行政文化の転換を促していった。
　西川フリーマーケットの目的が紹介されている文献があり，その一文を紹介する（『がんばるまち
コレクション50』（上巻）25−２）。
　「西川緑道公園は水と緑を生かした全国的にもユニークな市街地ですが，当時利用する市民は少な
く，せっかくのすばらしい景観も街づくりに活用されていなかった。この岡山市の宝を，より市民生
活に密着した空間にするべく，『人間味のある公園づくり』として，人々が楽しくつどえるフリーマー
ケットを開こう。そしてこれを積み重ねて，公園に人が集い，周辺の街が潤うようになれば，モール
化案も地域に受け入れられ，岡山独自の顔づくりになるのではないかといった皆の意見で始められた」
　チーム25は，西川緑道公園が緑化に貢献しているが，中心市街地に人を呼び込むまでには至ってい
ないと考え，フリーマーケットによって市民を公園に集め，モール化を実現するという明白な目標を
持っていた。ここで注目したいことは，西川フリーマーケット実行委員会は，チーム25が中心となっ
ていたが，岡山未来デザイン委員会のメンバーも立ち上げイベントを応援するなど，西川緑道公園が
中心市街地におけるまちづくり活動の結節点になっていたことである。チーム25は，若手の建築家か
らなる職能団体，そして，岡山未来デザイン委員会は，まちづくりを目指す地域団体であり，それぞ
れ異なる性格の団体が交わったのが西川緑道公園であった。
　昭和61年（1986年）12月から始まった西川フリーマーケットは，西川沿いの車道で歩行者天国を行っ
たが，商店主の反対により２回で場所を変えることになる。昭和63年（1988年）からは西川緑道公園
内で開催し，出店が常に250店舗に達するようになると，平成６年（1994年）から平成11年（1999年）
まで西川緑道公園沿いの下石井公園へと移っていく。
₃2　西川まちづくり憲章は，『Nishigawa Flea Market』の一頁を参照。
₃₃　平成25年（2013年）６月３日，チーム25のメンバーであった藤田佳篤氏に聞き取り調査を行った。チーム25のまちづ
くりの提案は，マスコミに取り上げられたが行政に反映されるとは限らなかった。西川緑道公園の課題は，公園，道路，
用水，まち，そして行政内部そのものも連携が十分でなかったことであり，公園だけはなく西川界隈に視野を広げるこ
とが重要だと指摘している。
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4.3　景観づくりとまちづくり提案
　昭和62年（1987年）９月20日〜 27日，チーム25は「西川ライトアップフェス」と「水と緑の街づ
くりシンポジウム」を開催する。昭和63年（1988年）７月10日〜 16日まで，西川を岡山の顔にする
ための整備構想を絵や模型にした展示会を行い，「どう変わる西川PART４・西川はモールになるか？」
シンポジウムでは，二年間の活動を踏まえて，建物外観の工夫や歩行者天国化によって海外からも注
目される通りを作るべきだと提案している34。チーム25は，将来的な西川のデッサンを水戸岡鋭治氏
に依頼するなど，市民が西川のまちづくりに関心を持つような企画を立ち上げていった。このような
歩行者天国を提案するまちづくり団体の動きに対して，岡山市は，西川緑道公園の景観指針を出して
いる。昭和61年（1986年）４月，建設省から岡山市は地域に根差した住まいづくりを推進する「HOPE
計画（地域住宅計画）」の認定を受けており，西川界隈はその一環として，一階と二階を店舗とし，
それ以上を住まいにする指針を示すことになる。更に，岡山市の「街並誘導整備指針」では，建物に
植栽をし，プランターを置くことで西川緑道公園と一体化させ，緑のオアシス回廊ができるように誘
導していった。
　チーム25以外にも注目すべき団体として岡山未来デザイン委員会がある。昭和61年（1986年）１月
に結成された岡山未来デザイン委員会は，西川フリーマーケットの歩行者天国が困難になると，表町
３丁目や旭川京橋地区，後楽園などへと活動を広げていく35。昭和61年（1986年）に，高松・京橋間
でホバークラフトの試験運行を支援し，昭和62年（1987年）に表町活性化のための路面電車の環状化
を提案し，平成元年（1989年）９月に京橋朝市の開催支援や，内田百閒の顕彰活動などを行っていった。
4.4　まちづくり運動から西川トランジットモール実験へ
　チーム25と岡山未来デザイン委員会の結成，そして岡山市のHOPE計画は，昭和61年（1986年）に
始まっており，それぞれのアプローチからまちづくりが進められた。チーム25は，西川フリーマーケッ
トなどで人を集め，西川の雰囲気づくりからまちのデザインを変えていこうとしたが，岡山未来デザ
イン委員会は，歴史や文化による都市づくりを考えるだけではなく，経済団体との結びつきも強く，
まちづくりを通じたロビー活動という側面を持つようになる。平成元年（1989年），岡山商工会議所は，
都市委員会を設置し，平成７年（1995年），コンパクトシティを目指す「人と緑の都心１kmスクエア
構想」を提言し，西川緑道公園との関わりを深めることになる。「１kmスクエア構想」の狙いは，車
社会の進展による中心市街地の空洞化対策として，岡山市内の４拠点（JR岡山駅，表町，市役所，中島・
京橋各周辺）で路面電車環状化を実現し，郊外への人口流出に歯止めをかけるというものである。こ
₃4　山陽新聞「西川沿いを“岡山の顔”に」1988年７月５日
₃₅　平成26年（2014年）10月28日，RACDAの岡将男氏に聞き取り調査を行った。まず，西川緑道公園は，岡山を面白く
する重要な地理的位置にある。未来デザイン委員会は，岡山青年会議所の活動とは違うものを目指しており，旭川を挟
んだ内田百閒も含めて中心市街地からまちづくりを出発させている。また，地方都市においても，スポーツや芸術など
で生活できるようなまちを作っていくことが大事だと述べている。平成27年（2015年）７月24日，丹羽英喜氏によれば，
未来デザイン委員会は，異業種の集まりであり，岡山市政が誕生した明治22年に内田百閒，国吉康雄，坂田一男が生ま
れており，彼らの業績をまちづくりに役立てる活動を行っている。瀬戸大橋や岡山空港の開港時にまちづくりの気運が
高まり，チボリ公園の設置が議論された時には，未来デザイン委員会は，中心市街地の活性化に目を向け，後楽園を重
視するようになったという。
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の提言を踏まえて，岡山未来デザイン委員会のメンバーは，スクエア構想の実践部隊として「路面電
車と都市の未来を考える会RACDA」の結成に向かうことになる。
　RACDAは，岡山商工会議所に所属する80社が毎年10万円の拠出金を基に，平成７年（1995年）10
月１日に設立し，更に，岡山商工会議所は市民参加のまちづくり活動を支援するため９団体から構成
される「岡山まちづくり連絡協議会UPCO」を結成する。1970年代は，西川緑道公園の建設に向けた
まちづくり運動が展開されたが，1990年代に入ると，RACDAと経済界は公共交通のまちづくりを意
識するようになる。更に，岡山商工会議所は，平成９年（1997年）から平成11年（1999年）まで「お
かやま星空ストーリー」という夏祭りを開催し，西川緑道公園のイルミネーションとライトアップを
通じて都心の賑わい創出に力を入れている。
　平成９年（1997年），建設省は，「中心市街地活性化法」の中で岡山，広島，長崎，岐阜などの路面
電車の新設や延伸に対する支援を表明する。平成10年（1998年）10月には岡山まちづくり懇談会が発
足し，同年11月29日，RACDAは，西川トランジットモール実行委員会と共に，チーム25が開催する
西川フリーマーケットの開催日に，日本初の試みである西川トランジットモール実験を行っている。
続けて，平成11年（1999年）11月28日には，約420店舗と１万5000人の参加者を集めた最後の西川フリー
マーケットに合わせて，県庁通りトランジットモール実験を行った36。
　西川フリーマーケットは西日本有数の規模に成長していったが，1980年代から1990年代にかけての
まちづくりは，産官民がそれぞれのアプローチからコンパクトシティを目指していたといえる。その
際，西川界隈の住民との関わりは強くなく，西川緑道公園は，協働の舞台というよりも都市のデザイ
ンを変えるためのアドボカシー（政策提言）空間としての意味合いが濃いものであった。西川緑道公
園筋のモール化を実現させるためには，市民活動が政治や経済団体と協力体制を組むことも考えられ
るのであるが，聞き取り調査によれば，チーム25は行政や政治に飲み込まれない中立的で自由な活動
を望んでおり，一方で，行政職員の個々の対応は別として，市としては公園行政の中で市民団体と連
携する意思は強くなかったようである。結果として，西川緑道公園のまちづくり運動期では，市，経
済界，まちづくり団体との間で距離が保たれることになるが，この時代で重要なことは，まちづくり
団体が西川緑道計画の当初の計画に盛り込まれていた歩行者優先のまちづくりを継承し，公園の新し
い活用方法を模索した点である。
５　第四期：協働のまちづくりに向けて
5.1　西川倶楽部からNPO法人タブララサへ
　西川フリーマーケット終了後，市民団体によるイベントが少なくなっていく。平成15年（2003年）
10月，岡山商工会議所と岡山市観光協会は，観光資源としての西川緑道公園の役割やその活用方法を
検討し，市民や観光客に親しまれる公園づくりを目指すために西川倶楽部を設立する37。西川倶楽部
₃6　西川トランジットモール実験は，平成10年（1998年）11月28日を一回目に始まり，平成11年（1999年）10月19日を最
後に４回行われ，同年11月28日に県庁通りでも実験を行った。
₃7　平成26年（2014年）７月25日，おかやま観光コンベンション協会の青山昌史氏に聞き取り調査を行った。平成16年か
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の設立背景には，経済界が，岡山駅とカルチャーゾーン（岡山城と後楽園一帯）の中間に位置する西
川界隈を岡山のシンボルにする狙いがあったことと，また，地域住民が毎月清掃をし，オープンカフェ
が開かれるなど，西川でまちづくりの動きが再び芽生えていたことが挙げられる。西川倶楽部の構成
は，会長を岡山商工会議所会頭，副会長を岡山市観光協会専務理事，そして，事務局を岡山市観光協
会が担っていたが，加えて，西川で様々なイベントを行っていた女性ボランティアも参加している。
彼女らは，平成15年（2003年）10月の「カフェ＆野だて ア・ラ西川」，同年12月，「メディア・カフェ 
ア・ラ西川」，そして，平成16年（2004年）８月，パソコンをビーチボールに入れて西川に流すといっ
たパフォーマンスを行う「西川アーツフェスティバル」などを開催した。
　平成16年（2004年）３月には，イベントを担当していたメンバーが，NPO法人タブララサを設立する。
平成18年（2006年）３月の「西川キャンドルナイトVol. 1」は西川倶楽部によって開催されていたが，
平成20年（2008年）からは，タブララサが，西川倶楽部の助成金に頼らず西川界隈の店舗や企業から
協賛金を募ることで運営するようになる。タブララサには女性メンバーが多く，チーム25やRACDA
がモール化など都市デザインを提言してきたのに対し，エコロジー，アート，サステナビリティ，ロー
カル・フードなど，イベントを通じたソフトなまちづくりを展開する。例えば，タブララサの活動には，
リユース食器の活用と普及を提案する「エコはおしゃれでかっこいい。エコをスマートに」を略した
エコスマ（2004年〜）や結婚式のキャンドルを再利用する「Happy Share Candle」（2009年〜），オーガニッ
ク・コットンを生産する「ラサ×白石島」（2009年〜），有機農法や減農薬の食材を通じて都市と農村
の循環可能なまちづくりを目指す「有機生活マーケット“いち”」（2011年〜）が挙げられる。タブラ
ラサは，それぞれのプロジェクトにリーダーを置くことで，西川緑道公園を起点として多彩な活動を
実現している。21世紀に入り西川倶楽部やタブララサの誕生は，1980年代から1990年代にかけては建
築・設計士，公共交通などの専門家，経済人が中心であったの対し，女性，若者，生産者など新しい
参加者を増やすことになり，まちづくりの質的変化を起こすようになる。
5.2　歩きやすいまちづくりを目指して
　西川緑道公園の整備から30年が経過すると，昼間の光を遮るほどに木々が成長し，公園内では歩行
者の回遊性や安全・安心に支障が出始め，西川界隈では自動車交通量や駐車場も増えてくる。そのよ
うな状況の中で，平成16年（2004年），市民有志による「水と緑の回遊都心をつくる会」が，西川緑
道公園を中心新市街地における水と緑のネットワークの骨格として位置づけ，公園のあり方や魅力づ
くりの方策を検討している。この会では，公園建設に携わった市職員に聞き取り調査を行っている。
その中で，初期の西川緑道公園は，両側の車道が遮断できなかったなど車社会を優先したデザインの
ままであり，樹木に交通騒音や安全性を保つための緩衝機能を期待したため，樹木の成長が公園を閉
鎖的にしてしまった経緯を明らかにしている。平成17年（2005年）には，公園緑地，造園，都市計画
の専門家からなる西川塾を開き，車道の制限，蛇行による通行車両の速度制限，公園にある約200本
の植栽調査をしながら水と緑のモール化を目指す『西川緑道ルネッサンス』を作成し，岡山市に提言
ら平成19年まで毎月第三水曜日の朝に西川清掃が行われ，町内会だけではなく，うらじゃや企業の参加もあった。西川
には，商店街がなく，店舗の連携は強くなかったが，タブララサがつなぎ役として機能するようになったと述べている。
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実現している。21世紀に入り西川倶楽部やタブララサの誕生は，1980年代から1990年代にかけては建
築・設計士，公共交通などの専門家，経済人が中心であったの対し，女性，若者，生産者など新しい
参加者を増やすことになり，まちづくりの質的変化を起こすようになる。
5.2　歩きやすいまちづくりを目指して
　西川緑道公園の整備から30年が経過すると，昼間の光を遮るほどに木々が成長し，公園内では歩行
者の回遊性や安全・安心に支障が出始め，西川界隈では自動車交通量や駐車場も増えてくる。そのよ
うな状況の中で，平成16年（2004年），市民有志による「水と緑の回遊都心をつくる会」が，西川緑
道公園を中心新市街地における水と緑のネットワークの骨格として位置づけ，公園のあり方や魅力づ
くりの方策を検討している。この会では，公園建設に携わった市職員に聞き取り調査を行っている。
その中で，初期の西川緑道公園は，両側の車道が遮断できなかったなど車社会を優先したデザインの
ままであり，樹木に交通騒音や安全性を保つための緩衝機能を期待したため，樹木の成長が公園を閉
鎖的にしてしまった経緯を明らかにしている。平成17年（2005年）には，公園緑地，造園，都市計画
の専門家からなる西川塾を開き，車道の制限，蛇行による通行車両の速度制限，公園にある約200本
の植栽調査をしながら水と緑のモール化を目指す『西川緑道ルネッサンス』を作成し，岡山市に提言
ら平成19年まで毎月第三水曜日の朝に西川清掃が行われ，町内会だけではなく，うらじゃや企業の参加もあった。西川
には，商店街がなく，店舗の連携は強くなかったが，タブララサがつなぎ役として機能するようになったと述べている。
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を行っている。西川塾の西川緑道公園再整備構想には，親水空間を増やすために水辺に板張り歩道の
「ボードウォーク」を設置し，車道と下石井公園を繋いで一体感のある公園デザインをすることが盛
り込まれていた。
　一方，政令指定都市を目指す岡山市は，中心市街地の魅力創出と人間的なまちづくりを喫緊の課題
とし，高谷茂男市長は，西川緑道公園をまちづくりの重要な骨格と捉えて，市民目線の公園再整備を
検討するようになる38。平成18年（2006年）４月，岡山市は，８名からなる市民懇談会を設置し，平
成19年（2007年）１月には，歩けるまちづくりの起点，水と緑のネットワークの起点，そして，まち
なかの魅力向上を柱にした「西川緑道からはじめる人間的まちづくり」提言書がまとめられ，懇談会
から岡山市へと提出された。岡山市は，この提案を受けて，平成19年（2007年）５月，西川緑道公園
を「岡山市都市ビジョン」のモデル区間と定め，道路の無電柱化，沿道のコミュニティ道路化，ウッ
ドデッキの設置，樹木の剪定・整理など公園内を明るくすることとなり，平成20年（2008年）には，「水
と緑の回廊」として西川・枝川緑道公園の再整備が進むことになる。また，市民懇談会の提言書で注
目すべきは，市民が参加を楽しむ仕掛けとしてコンテストを定着させ，賑わいを創出すべきだと指摘
している点である。岡山市は，これを受け，ハード面の整備に続けて，西川緑道公園の管理から活用
への転換を意識し，まちづくりを創出するソフト事業に力を入れるようになる。
5.3　西川パフォーマー事業の誕生へ
　平成21年（2009年）３月，西川緑道公園を含む岡山城・後楽園エリアは，西大寺緑地公園をメイン
会場にした「第26回全国都市緑化おかやまフェア」の協賛会場となり，岡山市は，行政だけがイベン
ト開催を担うのではなく，市民の企画を市民提案協働事業として募集することになる。結果として，
ライブ演奏，ダンス，オープンカフェなどの39事業を公開審査で採択し，岡山市は66日間のほぼ毎日
イベントを開催することに成功する。市民協働事業が経験的に明らかにしたことは，まちづくりに参
加する市民を増やすことで賑わいの創出ができること，そして，公園の活用を広げるためには市民と
行政による協働が不可欠なことである。例えば，公園行政を考える際，公園の管理を業務の中心に据
えると，市民団体が公園を利用しない方がメンテナンスなどのコストがかからなくなるが，公園の活
用を中心に考えれば，行政がイベントを企画し，実行するよりも，市民団体が自由な発想で企画した
方が，企画そのものもセンスが良くなり，コストも下がることになる。つまり，協働のまちづくりを
機能させるポイントは，行政が市民との対話を通じて公園の管理から活用へと舵を切ったことを契機
にして，市民と行政による相互のメリットを確認することなのである。
　平成22年（2010年）５月，岡山市は，緑化フェアを引き継ぐ形で「花・緑ハーモニーフェスタ in 西川」
を開催し，市民提案協働事業を発展させた『西川緑道公園にぎわい創出事業：西川パフォーマー事業』
を始めている。西川パフォーマー事業での画期的な施策は，市民がイベントを行う場合，電気や水の
利用について煩雑な手続きが必要であったのだが，岡山市が公募するパフォーマーの認定を受ければ，
₃₈　平成27年（2015年）８月７日，元岡山市長の高谷茂男氏に聞き取り調査を行った。岡山青年会議所時代に，西川清掃
や夏祭りの開催に携わっているが，西川は行政ではなく市民主導のまちづくりの場所で，更に活かされるべきだと述べ
ている。
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岡山市がその手続きを受け持つ点である。パフォーマーにとってのメリットは，行政の広報媒体活用，
公園使用手続きの簡素化，公園使用料の免除，公園内施設の無料使用，音響・テント・いす・机など
の支援が受けられることである。現在，西川パフォーマー事業の採択事業者，西川緑道公園沿道の地
域団体と行政の三者で設立された西川緑道公園活用事業協議会は，公開審査を開催して採択事業を決
定し，公園の活用を話し合う体制を構築している39。
　西川パフォーマー事業は，まちづくり団体の参加を制度的に担保することで，市民主導のイベント
を安定的に運営できるようにした。言い換えるならば，行政の役割が公園管理から活用へと変化する
ことで，イベントの企画や運営に市民が主体的に参加する仕組みを設け，市民協働の流れを生むこと
になる。下の表のように，西川パフォーマー事業以来，イベントの数は増加し，事業者数も50近くと
なっている。
表１　平成17年度以降の西川緑道公園内のイベント数（岡山市資料を加筆）
年 イベント日数 岡山市主催数 認定事業者主催数
平成17年度（2005年） ３日
平成18年度（2006年） ６日
平成19年度（2007年） 22日
平成20年度（2008年） ５日
平成21年度（2009年） 30日
平成22年度（2010年） ８日 ４回（延べ６日） ２日
平成23年度（2011年） 34日 ８回（延べ12日） 22日
平成24年度（2012年） 39日 10回（延べ13日） 26日
平成25年度（2013年） 38日 ８回（延べ10日） 28日
平成26年度（2014年） 43日 ５回（延べ７日） 36日
（注：平成21年度のイベント日数は，全国都市緑化おかやまフェアの数のみ）
表２　西川パフォーマー認定事業者数の推移（岡山市資料から）
22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
新規認定事業者数 29 16 10 39 ７
年度当初に更新しなかった者 ２ ５
事業数合計 29 45 53 48 39 46
5.4　まちづくりサロンとしての西川緑道公園
　西川パフォーマー事業で年間を通じたイベントが開催されるようになり，西川緑道公園はまちづく
りサロンの性格を帯びていく。本稿が西川のサロン的性格に注目する理由は二点ある。第一に，西川
緑道公園でのイベント準備や開催にあたり，人々がまちづくりについても意見交換を行うことで市民
的公共圏が断続的に生まれていること，そして，第二に，市民は，まちづくりのアイデアを具現化す
るために，新しい参加者を巻き込みながら賑わいを創出している点である40。例えば，平成23年（2011
₃₉　平成25年（2013年）12月24日，岡山市職員石田尚昭氏に聞き取り調査を行った。西川パフォーマー事業は，市民と協
働で公園を使うことを考えたが，様々なパフォーマー団体がある。パフォーマンスを楽しむ者，市から依頼されて実施
する者，賑わいの意思を持つ者と分れてきている。長らく市民協働と叫ばれているが，市民と行政が関わったのは西川
倶楽部が始まりであり，これからのまちづくりには，若者と本音で話す機会が重要になっていると述べている。
40　平成26年（2014年）10月19日，NPO法人タブララサの河上直美氏に聞き取り調査を行った。西川では様々なイベント
が行われているが，西川を思う気持ちになるまでは難しく，現在の活動がきっかけに訪れた人が，また西川に来てくれ
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平成26年度（2014年） 43日 ５回（延べ７日） 36日
（注：平成21年度のイベント日数は，全国都市緑化おかやまフェアの数のみ）
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　西川パフォーマー事業で年間を通じたイベントが開催されるようになり，西川緑道公園はまちづく
りサロンの性格を帯びていく。本稿が西川のサロン的性格に注目する理由は二点ある。第一に，西川
緑道公園でのイベント準備や開催にあたり，人々がまちづくりについても意見交換を行うことで市民
的公共圏が断続的に生まれていること，そして，第二に，市民は，まちづくりのアイデアを具現化す
るために，新しい参加者を巻き込みながら賑わいを創出している点である40。例えば，平成23年（2011
₃₉　平成25年（2013年）12月24日，岡山市職員石田尚昭氏に聞き取り調査を行った。西川パフォーマー事業は，市民と協
働で公園を使うことを考えたが，様々なパフォーマー団体がある。パフォーマンスを楽しむ者，市から依頼されて実施
する者，賑わいの意思を持つ者と分れてきている。長らく市民協働と叫ばれているが，市民と行政が関わったのは西川
倶楽部が始まりであり，これからのまちづくりには，若者と本音で話す機会が重要になっていると述べている。
40　平成26年（2014年）10月19日，NPO法人タブララサの河上直美氏に聞き取り調査を行った。西川では様々なイベント
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年）３月13日の「第一回西川周辺飲み歩きイベント“ハレノミーノ”」は，キャンドルナイトを通じ
た飲食店とタブララサの交流からアイデアが生まれている。更に，平成23年（2011年）11月には，第
一回有機生活マーケット“いち”が始まっている。これは，環境を考える若者の会である“かいわれ
の会”のメンバーが，東日本大震災の後，オーガニック食材だけではなく暮らし全般へと問題意識を
広げ，都市生活者と農村の生産者を繋げる場を案出したことがきっかけとなっている。
　平成24年（2012年）６月，満月の日にお洒落な若者が料理やお酒でもてなす“満月BAR”も始まった。
平成24年（2012年）からは，岡山市が，タブララサの西川用水の清掃活動を引継ぐなど，団体の垣根
を越えた交流が続いている。西川清掃とは，かつての川干のように，用水の水量が下がるお盆の時期
に，岡山市が地域住民，まちづくり団体，大学生に声をかけて，用水に溜まったゴミを拾う活動である。
平成25年（2013年）４月15日には，西川緑道公園において，“いち”，満月BAR，西川キャンドルナイト，
ハレノミーノなどそれぞれのイベント代表が，平成26年（2014年）11月の「ESDに関するユネスコ世
界会議」に向けて「おもてなし」の連携を宣言した。その他，岡山県環境保全財団も，平成20年（2008
年）から，「お魚調査隊in西川緑道公園」や「セミと緑の探検隊」など子供たちが公園の自然に触れ
る環境学習を行っている。このように西川パフォーマー事業以降，様々な団体が西川緑道公園に集ま
り，情報を交換しながら，まちづくりに参画しているのである。
5.5　若者の力をまちづくりへ
　西川緑道公園では，地元大学も専門的な知見を活かした参加を始めている。岡山市庭園都市推進課
は，平成23年（2011年）６月11日，『西川魅力づくりフォーラム』を開催したが，学生参加者70名の
うちでわずか一人しか西川に訪れていなかったことに危機感を抱き，より多くの学生たちが西川界隈
に訪れるように，大学との連携を模索していく。同年10月29日，岡山大学は岡山市庭園都市推進課の
呼びかけに応じるかたちで，第７回『地域創生ネットワーク・アゴラin西川』というワークショップ
を開催した。ネットワーク・アゴラとは，岡山大学の教員が地域の人々とまちづくりに関する対話の
場を持つための人的ネットワークである。このシンポジウムを出発点に，岡山市と岡山大学は西川緑
道公園のまちづくりで連携を取るようになる。平成24年（2012年）度からは，前年に設置された岡山
大学地域総合研究センターが，岡山市の「西川パフォーマー事業検証及び西川緑道公園界隈まちづく
り基礎調査」を受託しており，交通量調査，西川歴史経緯調査，イベント・アンケートを通じて西川
緑道公園の多面的な分析を行っているが，この調査契約には，大学生100名以上が調査に参加するこ
とが盛り込まれ，調査を通じて西川緑道公園のまちづくりに触れる仕組みを作っている。
　平成26年（2014年），西川緑道公園のまちづくり活動は，まちづくり団体，行政，大学の連携を通
じた新しい局面を迎える。平成25年（2013年）10月に初当選した大森雅夫市長は，平成26年（2014年）
２月にコンパクトシティの実現に向けた中心市街地活性化政策パッケージを提示し，西川筋と県庁通
りを賑わいと回遊性の拠点として位置づけていく。政策パッケージの背景は，年間2000万人の集客を
るようになることが望ましい。また，「西川＝タブララサ」となるのではなく，イベントは実行委員会形式で続けており，
タブララサは支援というスタンスを保っている。西川はやりたいことができる場所であり，クリーンな方向性を生み出
すイベントが好ましいと述べている。
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見込むイオンモール岡山が平成26年（2014年）12月に開店することで交通量や駐車量の増加が予想さ
れたことが挙げられる。そこで，岡山市は，コミュニティ・サイクルももちゃりを一例にして，歩き
やすいまちへの政策を推進することになる。平成26年（2014年）10月，岡山市と岡山大学は，西川緑
道公園界隈の活性化を目指すまちづくり協定を結び，11月には，その拠点として西川アゴラという交
流スペースを開設している。西川アゴラの設置は，市と大学が西川緑道公園の共同調査を進める中で，
学生やまちづくり団体が活動拠点となる場所を求めていることが判明し，西川の住民がそれを支援し
たことで実現した。岡山大学地域総合研究センターは，西川アゴラを使って『ポートランドまちづく
りウィーク』など，まちづくりの関心を高める活動を続けており，タブララサ，満月BARの他，若
者団体の会議やイベント準備にも使われている。
　岡山市は，平成27年（2015年）５月３日と４日に，「花・緑ハーモニーフェスタin西川」に併せて，
第一回県庁通り・西川緑道公園筋回遊性向上社会実験を開催した後，第二回目は，10月10日・11日，
第三回は，11月28日・29日と連続して歩行者天国や自転車レーンの設置を行っている。
　大森のイニシアチブによる社会交通実験は，平成10年（1998年）と平成11年（1999年）の社会交通
実験から約16年ぶりの実施となったが，岡山市は，歩行者天国の空間に西川筋の飲食店が出店するオー
プンカフェを設置するなど，魅力ある中心市街地の実現に取り掛かろうとしている。ただし，昭和47
年（1972年）の西川緑地計画以来，車社会から歩行者優先へのまちづくりが議論されてきたが，西川
緑地計画も西川界隈の住民の反対によって修正した経緯があり，交通の安全を司る警察との調整を含
めて，西川界隈における合意形成にも注意を払う必要がある。また，岡崎が様々な団体を巻き込んで
水と緑のまちづくり運動を醸成させたように，行政はコンパクトシティが岡山の将来の姿であると市
民が自然に受け止められる施策を今後求められるところである。
　本稿は，西川緑道公園においては諸団体がまちづくりの提案を続け，その実現に向けて様々な活動
が展開されていることを明らかにしたが，注目したいのは，時代の変化による影響を受けながらも市
民が一貫してまちづくりへの参加を続けてきたことであり，その意味で，西川緑道公園は，岡山市中
心市街地におけるまちづくりのシンボルと呼べるのである。
６　結びに変えて
　西川緑道公園におけるまちづくり史の特徴は，西川界隈で生活する人々，暮らしやすい社会の実現
を目指す人々，ライフスタイルを楽しむ人々が中心となり，中心市街地の発展を水と緑の共生に関わ
る市民参加によって支えてきたことである。また，西川緑道公園の誕生以降で顕著なのは，西川界隈
の住民によるコミュニティへの参加よりも，環境，アート，ライフスタイル，エコロジーなどテーマ
型の参加が強まっていることである。
　課題を挙げるとすれば，西川パフォーマー事業は，市民参加を取り入れた賑わい創出に貢献してい
るが，行政の負担や市民団体の調整の視点から見直しも必要となっていることである。例えば，行政
が休日を含めて管理と活用の双方に目を配るには限界があり，一方で，市民団体の有志等が，公園の
活用で何をどこまで担えるのかも不明であり，資源も人材も有限な地方都市においてそれぞれの地域
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見込むイオンモール岡山が平成26年（2014年）12月に開店することで交通量や駐車量の増加が予想さ
れたことが挙げられる。そこで，岡山市は，コミュニティ・サイクルももちゃりを一例にして，歩き
やすいまちへの政策を推進することになる。平成26年（2014年）10月，岡山市と岡山大学は，西川緑
道公園界隈の活性化を目指すまちづくり協定を結び，11月には，その拠点として西川アゴラという交
流スペースを開設している。西川アゴラの設置は，市と大学が西川緑道公園の共同調査を進める中で，
学生やまちづくり団体が活動拠点となる場所を求めていることが判明し，西川の住民がそれを支援し
たことで実現した。岡山大学地域総合研究センターは，西川アゴラを使って『ポートランドまちづく
りウィーク』など，まちづくりの関心を高める活動を続けており，タブララサ，満月BARの他，若
者団体の会議やイベント準備にも使われている。
　岡山市は，平成27年（2015年）５月３日と４日に，「花・緑ハーモニーフェスタin西川」に併せて，
第一回県庁通り・西川緑道公園筋回遊性向上社会実験を開催した後，第二回目は，10月10日・11日，
第三回は，11月28日・29日と連続して歩行者天国や自転車レーンの設置を行っている。
　大森のイニシアチブによる社会交通実験は，平成10年（1998年）と平成11年（1999年）の社会交通
実験から約16年ぶりの実施となったが，岡山市は，歩行者天国の空間に西川筋の飲食店が出店するオー
プンカフェを設置するなど，魅力ある中心市街地の実現に取り掛かろうとしている。ただし，昭和47
年（1972年）の西川緑地計画以来，車社会から歩行者優先へのまちづくりが議論されてきたが，西川
緑地計画も西川界隈の住民の反対によって修正した経緯があり，交通の安全を司る警察との調整を含
めて，西川界隈における合意形成にも注意を払う必要がある。また，岡崎が様々な団体を巻き込んで
水と緑のまちづくり運動を醸成させたように，行政はコンパクトシティが岡山の将来の姿であると市
民が自然に受け止められる施策を今後求められるところである。
　本稿は，西川緑道公園においては諸団体がまちづくりの提案を続け，その実現に向けて様々な活動
が展開されていることを明らかにしたが，注目したいのは，時代の変化による影響を受けながらも市
民が一貫してまちづくりへの参加を続けてきたことであり，その意味で，西川緑道公園は，岡山市中
心市街地におけるまちづくりのシンボルと呼べるのである。
６　結びに変えて
　西川緑道公園におけるまちづくり史の特徴は，西川界隈で生活する人々，暮らしやすい社会の実現
を目指す人々，ライフスタイルを楽しむ人々が中心となり，中心市街地の発展を水と緑の共生に関わ
る市民参加によって支えてきたことである。また，西川緑道公園の誕生以降で顕著なのは，西川界隈
の住民によるコミュニティへの参加よりも，環境，アート，ライフスタイル，エコロジーなどテーマ
型の参加が強まっていることである。
　課題を挙げるとすれば，西川パフォーマー事業は，市民参加を取り入れた賑わい創出に貢献してい
るが，行政の負担や市民団体の調整の視点から見直しも必要となっていることである。例えば，行政
が休日を含めて管理と活用の双方に目を配るには限界があり，一方で，市民団体の有志等が，公園の
活用で何をどこまで担えるのかも不明であり，資源も人材も有限な地方都市においてそれぞれの地域
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的特性に合った制度設計が必要になっている。こうした変化を踏まえながら，本稿は多様な市民と団
体を巻き込むためにも自治的なマネジメント組織を検討すべきだと考えている。
　持続可能なコミュニティの形成に必要なものとして，オストロムは，水や緑の資源であるコモンズ
（共有地）に対して市民が自分たちのルールを決め，維持管理する自治の存在を指摘している。西川
のコモンズを維持するには，その魅力である自然や歴史に触れ合うまちづくりを増やしていくことが
重要である。例えば，西川の生物の多様性を確認するためにも，子供から大人に至るまで自然体験や
環境学習の場を含め，幅広い参加の機会を継続的に提供することが求められている。
　また，平成27年（2015年）11月に公共空間の賑わいづくりに関する重要な提言も行われた。進士
五十八氏が座長を務める『新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会中間
とりまとめ』では，都市型公園が，人口減少や，財政制約の深刻化，都市インフラの老朽化とその効
率的な管理・運営に直面する中で，緑とオープンスペースのポテンシャルを高める政策を検討してい
る。検討会では，第一に，社会資本のストック効果を継続的に活用すること，第二に，指定管理者制
度など官民連携の下でエリアマネジメントを支援すること，第三に，時代や都市のニーズに対応して
都市公園を使いこなすことを提案している。そして，規制が多いと呼ばれている都市公園の中で社会
福祉，子育て，観光，芸術，都市再生などの様々な分野と連携する公園づくりを目指すべきだとする。
本稿が注目するのは，公園評議会という市民参加の枠組みが現れてきたことである。公園評議会は，
緑とオープンスペースの活用やマネジメントを議論する場として行政，専門家，NPO，住民・利用者
などが参加する場であり，そこでは，意見集約だけではなく，決定事項を主体的に実行し，継続的に
質を確保することが期待されている。
　この検討会で議論されていることは，本稿の第一章で述べたように市民の要求が身近な場所で決定
され，市民が公共サービスに参加する近隣民主主義に沿うものだと言える。二つの重要な視点を整理
してみると，公共サービスのマネジメントは「効率性」に関し，多様な参加を取込む公園評議会は「民
主主義」に関することとなる。そこから導き出される公共空間の賑わいとは，「効率性」と「民主主義」
という異なる要素を含みながら近さのまちづくりを自治及び政策で展開することに他ならないのであ
る。そして，近さのまちづくりで大切なことは，物理的・地理的な近さだけではなく，市民が公共空
間に親しみを持つ心理的な近さなのである。
　最後に，西川緑道公園のまちづくりが持続するために不可欠なことを述べておきたい。それは，市
民の力を充分に活かすために，行政が積極的に協働の姿勢を保ち，中心市街地の活性化というまちづ
くりに政治的リーダーシップを活用することである。そして，水と緑との共生を岡山固有のまちづく
り思想と捉え，これに裏付けられた市民活動を政策的に支援していくことが特色のあるまちづくりと
なるのである。
　現在，西川緑道公園のまちづくりが活発化しているのは，質の高い賑わいを創出したい岡山市と，
活動の場を求めるまちづくり団体との利害が一致している側面があるからだが，それらの利害もまた，
まちづくりに関する対話を通じて明らかになるのであり，市民がまちづくり活動に参加する機会を増
やしていくことで市民的公共空間が生まれるのである。
　本稿は，地域の皆さん，大学生，経済界，岡山市の多くの方々の支援によってまとめることができた。
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皆様に感謝の意を表すと共に，本稿が西川緑道公園のまちづくりの一助になることを期待して，本稿
を締めくくりたい。
西川緑道公園まちづくり年表
戦後復興と西川の暮らし
1945年（昭和20年６月29日） 岡山大空襲
1963年（昭和38年） 岡崎平夫市長誕生『緑と花，光と水』の緑化政策
西川緑地から西川緑道公園へ
1969年（昭和44年） 西川流域環境美化運動推進協議会の設置
1971年（昭和46年12月） 岡山市緑化条例
1972年（昭和47年２月２日） 岡山市，緑化審議会を設置
1972年（昭和47年７月24日） 岡山青年会議所，「人間性回復のひろば」夏祭り
1972年（昭和47年12月１日） 岡山市緑化審議会，岡山市に緑化施策を答申
1973年（昭和48年２月13日） 公園建設反対派100名が岡山市に計画中止を陳情
1974年（昭和49年１月14日） 岡山市，西川道路縮小計画反対協議会に緑地計画を説明
1974年（昭和49年６月５日） 西川に鯉を育てる会を結成
1974年（昭和49年６月29日） 第七回岡山市議会緑化問題特別委員会
1974年（昭和49年10月） 建設省，岡山市を「緑化モデル都市」に選抜
1974年（昭和49年） 西川緑道公園（延長約1.0km）工事着手
1975年（昭和50年） 山陽新幹線全線開業（岡山〜博多）
1976年（昭和51年） 西川緑道公園（延長約1.0km）完成
1979年（昭和54年） 枝川緑道公園（延長約0.5km）工事着手
1981年（昭和56年） 第一回緑の都市賞・建設大臣賞
1983年（昭和58年） 西川緑道公園（上流）（延長0.9km）完成
まちづくり団体の誕生
1984年（昭和59年12月23日） 「西川アクエリアンフェスティバル」開催
1986年（昭和61年） 未来デザイン委員会の結成
  緑化推進運動功労賞内閣総理大臣賞
  建設省，HOPE計画（地域住宅計画）
  高松から京橋間でホバークラフト試運転
1986年（昭和61年８月30日） チーム25，「どう変わる西川シンポジウム」開催
1986年（昭和61年12月14日） 第一回「西川フリーマーケット」
1988年（昭和63年） 岡山空港開港・瀬戸大橋開通
  第三回美しい都市づくり賞・経済同友会賞
1988年（昭和63年７月10日から16日） 「どう変わる西川PART 4・西川はモールになるか」開催
1989年（平成元年） 岡山商工会議所都市委員会，路面電車構想を提示
1989年（平成元年９月３日） 京橋朝市開催
1992年（平成４年） 都市景観大賞（都市景観百選）
1995年（平成７年） 岡山商工会議所，「人と緑の都心１kmスクエア構想」提言
  「路面電車と都市の未来を考える会RACDA」結成
1997年（平成９年） 岡山城築城400年
1998年（平成10年11月29日） 第一回西川トランジットモール
1999年（平成11年11月28日） 県庁通りバストランジットモール実験
  最後の西川フリーマーケット開催，チーム25解散
2000年（平成12年） 後楽園築庭300年
－182－
岩　淵　　　泰298
皆様に感謝の意を表すと共に，本稿が西川緑道公園のまちづくりの一助になることを期待して，本稿
を締めくくりたい。
西川緑道公園まちづくり年表
戦後復興と西川の暮らし
1945年（昭和20年６月29日） 岡山大空襲
1963年（昭和38年） 岡崎平夫市長誕生『緑と花，光と水』の緑化政策
西川緑地から西川緑道公園へ
1969年（昭和44年） 西川流域環境美化運動推進協議会の設置
1971年（昭和46年12月） 岡山市緑化条例
1972年（昭和47年２月２日） 岡山市，緑化審議会を設置
1972年（昭和47年７月24日） 岡山青年会議所，「人間性回復のひろば」夏祭り
1972年（昭和47年12月１日） 岡山市緑化審議会，岡山市に緑化施策を答申
1973年（昭和48年２月13日） 公園建設反対派100名が岡山市に計画中止を陳情
1974年（昭和49年１月14日） 岡山市，西川道路縮小計画反対協議会に緑地計画を説明
1974年（昭和49年６月５日） 西川に鯉を育てる会を結成
1974年（昭和49年６月29日） 第七回岡山市議会緑化問題特別委員会
1974年（昭和49年10月） 建設省，岡山市を「緑化モデル都市」に選抜
1974年（昭和49年） 西川緑道公園（延長約1.0km）工事着手
1975年（昭和50年） 山陽新幹線全線開業（岡山〜博多）
1976年（昭和51年） 西川緑道公園（延長約1.0km）完成
1979年（昭和54年） 枝川緑道公園（延長約0.5km）工事着手
1981年（昭和56年） 第一回緑の都市賞・建設大臣賞
1983年（昭和58年） 西川緑道公園（上流）（延長0.9km）完成
まちづくり団体の誕生
1984年（昭和59年12月23日） 「西川アクエリアンフェスティバル」開催
1986年（昭和61年） 未来デザイン委員会の結成
  緑化推進運動功労賞内閣総理大臣賞
  建設省，HOPE計画（地域住宅計画）
  高松から京橋間でホバークラフト試運転
1986年（昭和61年８月30日） チーム25，「どう変わる西川シンポジウム」開催
1986年（昭和61年12月14日） 第一回「西川フリーマーケット」
1988年（昭和63年） 岡山空港開港・瀬戸大橋開通
  第三回美しい都市づくり賞・経済同友会賞
1988年（昭和63年７月10日から16日） 「どう変わる西川PART 4・西川はモールになるか」開催
1989年（平成元年） 岡山商工会議所都市委員会，路面電車構想を提示
1989年（平成元年９月３日） 京橋朝市開催
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1995年（平成７年） 岡山商工会議所，「人と緑の都心１kmスクエア構想」提言
  「路面電車と都市の未来を考える会RACDA」結成
1997年（平成９年） 岡山城築城400年
1998年（平成10年11月29日） 第一回西川トランジットモール
1999年（平成11年11月28日） 県庁通りバストランジットモール実験
  最後の西川フリーマーケット開催，チーム25解散
2000年（平成12年） 後楽園築庭300年
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西川緑道公園活用の模索
2003年（平成15年） 岡山商工会議所，岡山市観光協会「西川を考える会」結成
  「カフェ＆野だてア・ラ西川」，「西川アーツフェスティバル」を開催
2004年（平成16年２月） 「西川を考える会」から「西川倶楽部」へ発展
2004年（平成16年３月） NPO法人タブララサ設立
2006年（平成18年４月） 岡山市，市民懇談会を開催
2006年（平成18年８月） 西川倶楽部，第一回キャンドルナイト開催
2007年（平成19年１月） 岡山市，市民懇談会の提案を受け取る
2009年（平成21年） 政令指定都市へ
2009年（平成21年３月） 第26回全国都市緑化おかやまフェア
協働のまちづくり
2010年（平成22年５月） 「花・緑ハーモニーフェスタin西川」
  「西川緑道公園にぎわい創出事業：西川パフォーマー事業」
2011年（平成23年３月） 第一回西川周辺飲み歩きイベント「ハレノミーノ」開催
2011年（平成23年６月） 岡山市庭園都市推進課，「西川魅力づくりフォーラム」開催
2011年（平成23年10月） 岡山大学「地域創生ネットワーク・アゴラin西川」開催
2011年（平成23年11月） 「有機生活マーケット“いち”」開催
2011年（平成23年11月） 岡山大学地域総合研究センターの設置
2012年（平成24年６月） 満月BAR開催
2013年（平成25年４月） 西川４団体，ESDユネスコ世界会議に向けた連携を宣言
2014年（平成26年10月） 岡山大学・岡山市「まちづくり協定」，「西川アゴラ」開設
2014年（平成26年11月） ESDに関するユネスコ世界会議世界会議
2014年（平成26年12月６日） イオンモール岡山出店
2015年（平成27年５月・10月・11月） 社会交通実験（県庁通り・西川緑道公園筋）
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The Revitalization of Public Space
through Participatory Democracy:
Civic Participation History of Nishigawa Canal Park in Okayama City, Japan
Yasushi Iwabuchi
Abstract
Keywords: civic participation, urban parks, Nishigawa Canal Park, participatory democracy
　This article illustrates the role of civic participation in activating urban parks and analyzes the history of civic 
participation in the Nishigawa area of Okayama City from the 17th century to present day. Nishigawa Canal 
Park is situated in downtown Okayama City and hosts over 50 events by the Nishigawa Performer Project. Each 
group including the general public, city ofﬁce, and economic groups has their own approach to realize a livable 
and walkable city.
　This article focuses on four periods: （1） Okayama’s sustainable philosophy （17th⊖20th centuries）, （2） 
construction of Nishigawa Canal Park （1945⊖1980）, （3） civic engagement groups （1980⊖2000）, and （4） 
partnership and civic management.
　To revitalize public space, it is important for urban parks to provide opportunities for civic participation in 
both public management efﬁciency and participatory democracy.
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